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事業概要及び測量説明会

令和５年７月１４日・１５日
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東京都

東京都市計画道路補助第８３号線（十条Ⅲ期）

 

これより、東京都市計画道路補助第８３号線

の「事業概要及び測量説明会」を開催いたし

ます。 

今回ご説明する整備区間は、旧岩槻街道の環

状第七号線からＪＲ埼京線の高架下までの区

間になります。 

具体的な整備区間は後ほどご説明いたしま

す。 

なお、本説明会におきましては、対象区間を

「十条Ⅲ期区間」としてご説明いたします。 

 

 

 

 

本日の説明項目

１．補助第83号線の位置づけ

２．十条Ⅲ期区間の整備概要

３．十条Ⅲ期区間の整備により

生じる課題

４．道路整備の流れ

５．現況測量の実施
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本日、ご説明する項目は、 

１．補助第８３号線の位置づけ 

２．十条Ⅲ期区間の整備概要 

３．十条Ⅲ期区間の整備により生じる課題 

４．道路整備の流れ 

５．現況測量の実施 

になります。 

 

 

 

 

 

本日の説明項目

１．補助第83号線の位置づけ

２．十条Ⅲ期区間の整備概要

３．十条Ⅲ期区間の整備により

生じる課題

４．道路整備の流れ

５．現況測量の実施
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はじめに、補助第８３号線の位置づけについ

てご説明いたします。 
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十条駅

【拡大図】

（１）補助第83号線の位置づけ
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【補助第８３号線とは】

 北区滝野川二丁目～北区赤羽西三丁目

 延長約２.６㎞の都市計画道路

補助８３号線
(延長約2.6km）

東十条駅

補助83号線
（十条Ⅲ期）
延長約490m

幅員20m～30m

【今回の対象区間（十条Ⅲ期）】

 環状第７号線～JR埼京線高架下

 延長約４９０ｍ、幅員２０～３０ｍ

補83（十条Ⅰ期）
H21～都整局

補83（十条Ⅱ期）
H26～都整局

補73（赤羽西）
H14～建設局

周辺道路ネットワーク

整備済み
・事業中

整備済み
・事業中

補助83号線
（十条Ⅲ期）

 

補助第８３号線は、北区滝野川二丁目から北

区赤羽西三丁目に至る、延長約２．６キロメ

ートルの都市計画道路です。 

今回の説明で対象とする区間は、環状第７号

線の北側から、ＪＲ埼京線の高架下までの、

約４９０メートルの区間になります。 

補助第８３号線の整備状況につきましては、

環状第７号線より南の区間で、２期に分けて

事業が着手されています。 

十条Ⅰ期区間の延長約６４０メートルが、平

成２１年度から、十条Ⅱ期区間の延長約４１

０メートルが、平成２６年度から事業着手さ

れているほか、北側の補助第７３号線（赤羽

西）区間は整備がおおむね完了しています。 

 

 

（１）補助第83号線の位置づけ
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 都市計画道路の整備方針（第四次事業化計画）

都市計画道路を計画的、効率的に整備するため、おおむね 10 年間で優先

的に整備すべき路線を定めた事業化計画（平成２８年３月策定）

JR埼京線

凡例

都施行路線

JR・私鉄

 

補助第８３号線十条Ⅲ期区間は、平成２８年

３月に策定した都市計画道路の整備方針（第

四次事業化計画）において都市計画道路を計

画的、効率的に整備するため、おおむね１０

年間で優先的に整備すべき路線として位置づ

けられております。 

 

 

 

 

 

（１）補助第83号線の位置づけ
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・防災都市づくり推進計画

東京都震災対策条例に基づき、震災

の予防、震災が発生した場合の被害拡

大の防止により、地震に強い防災都市

づくりを推進していく計画

・整備地域

地域危険度が高く、かつ、老朽化し

た木造建築物が特に集積するなど、震

災時に特に甚大な被害が想定されるた

め防災都市づくりに係る施策を展開す

る地域
整備地域

※「防災都市づくり推進計画」を参考に作成

【参考】

 防災都市づくり推進計画における整備地域（十条・赤羽西地域）

 

また、本区間は、「防災都市づくり推進計画」

における整備地域内に位置しており、道路整

備にあわせて沿道建築物の不燃化を促進し、

延焼遮断機能を向上させることとしておりま

す。 
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本日の説明項目

１．補助第83号線の位置づけ

２．十条Ⅲ期区間の整備概要

３．十条Ⅲ期区間の整備により

生じる課題

４．道路整備の流れ

５．現況測量の実施
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続いて、十条Ⅲ期区間の整備概要についてご

説明いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

狭い歩道

狭い歩道

（１）現在抱えている課題
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自転車と自動車の混在

環七交差点の渋滞
 

十条Ⅲ期区間の現状は歩道が狭く、すれ違い

のために車道を歩いてしまったり、自転車が

歩道を通行してしまったりすることもあり、

歩行者の安全性の確保に課題があります。 

自転車通行空間もないため、自転車と車が混

在しています。 

また、環状第７号線との交差点は右折車線が

なく、渋滞が発生しています。 

 

 

 

 

① 歩行者・自転車・自動車が安全・安心に利用できる

道路空間の確保

（２）十条Ⅲ期区間の整備効果

④ 災害時の安全な避難路や緊急車両の通行確保

② 道路ネットワークの強化による交通の円滑化
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③ 電線類の地中化や道路植栽による良好な都市空間の創出

 

十条Ⅲ期区間を安全で快適な道路とし、現状

抱えている課題解決にも資する道路としてい

くためには、次の視点での整備が必要と考え

ています。 

①歩行者・自転車・自動車が安全・安心に利

用できる道路空間の確保 

②道路ネットワークの強化による交通の円滑

化 

③電線類の地中化や道路植栽による良好な都

市空間の創出 

④災害時の安全な避難路や緊急車両の通行確

保 
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① 歩行者・自転車・自動車が安全・
安心に利用できる道路空間の確保

（３）整備イメージ
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② 道路ネットワークの強化による
交通の円滑化

③ 電線類の地中化や道路植栽による
良好な都市空間の創出

④ 災害時の安全な避難路や緊急車
両の通行確保

整備イメージ（赤羽駅付近）

現状(補助第８３号線) 歩道 自転車
通行空間

車道
歩道 車道

自転車と車の混在

 

一つ目の視点は、「歩行者・自転車・自動車が

安全・安心に利用できる道路空間の確保」で

す。 

広い歩道や自転車通行空間を整備すること

で、歩行者や自転車、自動車の通行を区分

し、混在が解消されます。 

また、歩行者・自転車・自動車が安全・安心

に利用できる道路空間が確保されます。 

 

 

 

 

① 歩行者・自転車・自動車が安全・
安心に利用できる道路空間の確保

（３）整備イメージ
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③ 電線類の地中化や道路植栽による
良好な都市空間の創出

④ 災害時の安全な避難路や緊急車
両の通行確保

赤羽駅

十条駅

環７

環７
周辺道路ネットワーク

整備済み
・事業中

整備済み
・事業中

補助83号線
（十条Ⅲ期）

東十条駅

補助83号線
（十条Ⅲ期）
延長490m

幅員20m～30m

補83（十条Ⅰ期）
H21～都市整備局

補83（十条Ⅱ期）
H26～都市整備局

補73（赤羽西）
H14～建設局

JR埼京線

② 道路ネットワークの強化による
交通の円滑化

 

二つ目の視点は、「道路ネットワークの強化に

よる交通の円滑化」です。 

補助第８３号線のうち、事業未着手区間とな

っている十条Ⅲ期区間を整備することによ

り、広い歩道や自転車通行空間が確保され、

十条Ⅰ期・十条Ⅱ期・北側の補助第７３号線

区間と連続することとなり、道路ネットワー

クの強化が図られます。 

また、立体交差で計画されている環状第７号

線との交差点は、暫定的に平面交差で拡幅整

備し、交通環境の改善を図っていきます。 

 

 

 

① 歩行者・自転車・自動車が安全・
安心に利用できる道路空間の確保

（３）整備イメージ
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② 道路ネットワークの強化による
交通の円滑化

③ 電線類の地中化や道路植栽による
良好な都市空間の創出

④ 災害時の安全な避難路や緊急車
両の通行確保

整備イメージ（赤羽駅付近）

現状(補助第８３号線)

無電柱化

植栽の設置

 

三つ目の視点は、「電線類の地中化や道路植栽

による良好な都市空間の創出」です。 

無電柱化を行うことによって、電柱や電線類

がなくなります。また、それにあわせ、植栽

を整備することで、景観や歩行環境が向上し

ます。 
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① 歩行者・自転車・自動車が安全・
安心に利用できる道路空間の確保

（３）整備イメージ
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② 道路ネットワークの強化による
交通の円滑化

③ 電線類の地中化や道路植栽による
良好な都市空間の創出

④ 災害時の安全な避難路や緊急車
両の通行の確保

整備イメージ（赤羽駅付近）

20~30m

延焼遮断機能

現状(補助第８３号線)

約10m

 

四つ目の視点は、「災害時の安全な避難路や緊

急車両の通行の確保」です。 

道路の拡幅や無電柱化により、災害時の避難

路の確保や、緊急車両の通行性が向上しま

す。 

 

 

 

 

 

① 歩行者・自転車・自動車が安全・
安心に利用できる道路空間の確保

（３）整備イメージ
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② 道路ネットワークの強化による
交通の円滑化

③ 電線類の地中化や道路植栽による
良好な都市空間の創出

④ 災害時の安全な避難路や緊急車
両の通行の確保

（出典：国土交通省）

延焼遮断機能

道路が延焼遮断の役割を果たします
 

また、左の図では、道路の延焼遮断機能のイ

メージを示しており、右のグラフでは、幅が

広い道路ほど、延焼防止機能が向上すること

がうかがわれます。 

 

 

 

 

 

 

 

（４）標準断面イメージ図
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※車道、歩道と自転車通行空間等、詳細な断面形態は、今後実施する測量を基に、関係機
関と協議した上で決定します。

標準幅員20ｍ

歩道 車道 歩道

下水●

ガス水道

● 下水

ガス水道
電線共同溝電線共同溝

※環七との交差点部は30ｍ

※車道の両側に自転車通行空間を
確保し、歩行者,自転車,自動車を
分離します

 

こちらは、十条Ⅲ期区間の標準断面イメージ

図です。 

車道は現況と同じく片側１車線、両側に歩道

と自転車通行空間を計画します。 

なお、詳細な断面形態は、今後実施する測量

をもとに、関係機関と協議した上で決定しま

す。 
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本日の説明項目

１．補助第83号線の位置づけ

２．十条Ⅲ期区間の整備概要

３．十条Ⅲ期区間の整備により

生じる課題

４．道路整備の流れ

５．現況測量の実施
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続いて、十条Ⅲ期区間の整備により生じる課

題について、ご説明いたします。 

 

 

（１）整備により生じる宅地との高低差の課題

＜沿道との高低差＞
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現況道路

多少の高低差
が生じる

現況イメージ（横断図）

都市計画道路区域

〈課題〉道路整備により生活道路に段差が発生

 

十条Ⅲ期区間の特徴として、現在の都道と、

西側の宅地に高低差があります。 

 

 

（１）整備により生じる宅地との高低差の課題

＜沿道との高低差＞

大きな
高低差

18

現況道路

大きな高低差

現況イメージ（横断図）

都市計画道路区域

生活道路

〈課題〉道路整備により生活道路がなくなる

 

環状第７号線の北側に行くにつれて、沿道と

の高低差が大きくなっていきます。 

また、右下の写真にある生活道路は都市計画

道路の整備によりなくなります。 
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（１）整備により生じる宅地との高低差の課題

＜沿道との高低差＞

大きな
高低差

19

現況道路

大きな高低差

現況イメージ（横断図）

都市計画道路区域

〈課題〉都市計画道路と宅地間の
高低差処理が必要

 

十条Ⅲ期区間の八幡山児童遊園の階段付近で

は、沿道との高低差が最も大きくなっていま

す。現況道路と沿道宅地との高低差が大きい

場所では、現況イメージのとおり、都市計画

道路の整備を行うことによって、道路と宅地

間の高低差の処理が課題となります。 

 

 

 

 

 

（２）一般的な高低差処理のイメージ

① 都市計画道路整備（生活道路分断）

都市計画道路と西側沿道宅地の高低差が大きくなるため、大規模な
土留め擁壁の設置が必要

・このまま整備した場合、生活道路が都市計画道路に接続できず、
これまでどおりの通行機能の確保が不可能

・高低差により、沿道の建物から整備した道路への直接アクセスが
できないなど、沿道の土地利用が制限される
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大規模な土留め擁壁

生活道路の分断

都市計画道路区域
影響範囲

現況道路

 

ここからは、当地区の課題を踏まえた高低差

処理のイメージをお示しします。 

はじめに、一般的な道路整備に伴う高低差処

理のイメージについてご説明いたします。 

都市計画道路を整備した場合、沿道の宅地が

道路より高い場合は、図に示すような高低差

が生じます。 

この高低差を処理するためには、都市計画道

路と沿道の宅地の間に、大規模な土留めの擁

壁を設置する必要があります。 

さらに、現況道路に接続していた生活道路

が、都市計画道路の高さと合わなくなるため

に、途中で分断され、これまでどおりのアク

セスができなくなってしまいます。 

 

 

21

：土留め擁壁の設置が想定される範囲

（２）一般的な高低差処理のイメージ

都市計画道路に整備に伴い土留め擁壁の設置が想定される範囲

 

都市計画道路の整備に伴い土留め擁壁の設置

が想定される範囲は黄色でお示ししている部

分です。 
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（３）生活道路を補助第83号線の高さに合わせて改修するイメージ

22

② 都市計画道路整備＋生活道路擦り付け

生活道路を都市計画道路に擦り付けることで、これまでどおりの機能を
維持することが可能

既存宅地の地盤面と生活道路に高低差が生じるただし…

都市計画道路区域
影響範囲

現況道路

高低差が生じる

生活道路の擦り付け

生活道路にアクセスできない新たな課題が発生

 

ここからは、生活道路を都市計画道路である

補助第８３号線の高さに合わせて改修するイ

メージについて、ご説明いたします。 

生活道路を、都市計画道路に擦り付けること

で、これまでどおりの機能を維持することが

可能となります。 

ただし、この場合も、既存宅地の地盤面と生

活道路に高低差が生じ、アクセスできない、

新たな課題が発生します。 

 

 

 

（４）高低差処理による沿道整備のイメージ
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③ 都市計画道路整備＋生活道路擦り付け（その２）

沿道を含めた一体的整備の検討区域

都市計画道路区域

現況道路

・生活道路の擦り付け

・適切な規模の土留め擁壁整備、宅地造成による住宅へのアクセス機能

の確保

・あわせて、沿道を含めた一体的整備を検討

宅地造成

生活道路の擦り付け

適切な規模の土留め擁壁

 

このような課題を解決するためには、生活道

路を都市計画道路に適切な勾配で擦り付けま

す。 

擦り付けにより生じた、生活道路と宅盤の高

低差を解消するために、適切な規模の土留め

擁壁の整備と宅地造成により、住宅へのアク

セス機能を確保することができます。 

このような、沿道を含めた一体的な整備の方

法も考えられます。 

 

 

 

 

（５）沿道の課題解決についての進め方
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都市計画道路区域

現況道路

※対象の方には東京都より別途ご連絡いたします

影響が出る可能性のある範囲

事
業
概
要
及
び

測
量
説
明
会

高
低
差
処
理
方
法

説
明

事
業
手
法
（
案
）

説
明

（本日）
影響の出る可能性がある方（今後）

意見交換等

 

このため、都市計画道路区域外にお住まい

で、影響が出る可能性のある権利者の方を対

象に、住宅へのアクセス機能の確保、高低差

処理に伴う、沿道の整備方法や事業手法につ

いてご説明する機会を設けさせていただくと

ともに、話し合いをしながら、進めていきた

いと考えておりますので、ご協力をよろしく

お願いします。 
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25

：影響の出る可能性のある生活道路

※生活道路を勾配８％で擦り付けた場合を想定
（現在の勾配は最大で１３％程度）

（５）沿道の課題解決についての進め方

：都市計画道路の整備範囲

 

図でお示ししている緑の部分は、都市計画道

路に擦り付けることで、影響の出る可能性の

ある生活道路を表しています。 

なお、勾配８％で生活道路を擦り付けた場合

を想定しています。 

また、黄色でお示ししている部分は、都市計

画道路の整備範囲を表しています。 

 

 

 

本日の説明項目

１．補助第83号線の位置づけ

２．十条Ⅲ期区間の整備概要

３．十条Ⅲ期区間の整備により

生じる課題

４．道路整備の流れ

５．現況測量の実施

26  

続いて、道路整備の流れをご説明いたしま

す。 

 

 

27

都市計画道路の整備範囲

都市計画道路の整備範囲

凡 例

JR埼京線

（１）道路整備の流れ

 

この図は、都市計画道路補助第８３号線の整

備範囲を表しています。 
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（１）道路整備の流れ

事
業
概
要
及
び

測
量
説
明
会

現
況
測
量

用
地
測
量
説
明
会

事
業
認
可

道
路
整
備

用
地
測
量

土
地
・
家
屋
等
調
査

用
地
折
衝
・
協
議

契
約
・
補
償
金
支
払
い

移
転
・
用
地
引
き
渡
し

工
事
説
明
会
の
開
催

道
路
工
事
の
実
施

道
路
の
完
成

用
地
説
明
会

28

準備期間 事業期間

今回

 

都市計画道路を整備する場合の、一般的な流

れをご説明いたします。 

道路整備にあたっては、準備期間と事業期間

の、大きく２つの段階に分けられます。 

準備期間は、皆様のご協力をいただきなが

ら、測量作業などを進めてまいります。 

その後の事業期間は、事業認可を取得して、

用地の取得や工事などを行います。 

 

 

 

（１）道路整備の流れ

測量説明会の開催 測量の実施
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29  

準備期間に相当するのが、赤枠で表示してい

る部分です。 

準備期間では、まず現況測量を実施します。

現況測量では、補助第８３号線周辺の道路

や、建物の位置などを測量し、地形図を作成

します。 

その後、用地取得が必要な土地の面積を確定

するために、用地測量を行います。 

 

 

（１）道路整備の流れ

用地説明会の開催 移転・用地引き渡し
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30  

測量が完了すると、事業を行うための手続き

を行います。道路整備に必要な用地を取得す

るため、用地説明会を開催して、一般的な補

償の考え方などを、ご説明させていただきま

す。 

その後、権利者の方々と協議をさせていただ

き、建物等の物件移転や、土地の調査を実施

し、その結果をもとに、個々の権利者の方と

協議をさせていただきます。 

そして、補償等の契約を取り交わして、用地

取得、物件移転を行います。 
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（１）道路整備の流れ
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31  

用地の取得・物件の移転が終わりましたら、

工事を実施します。 

工事の着手にあたっては、沿道の皆様を対象

に、工事説明会を開催し、工事の内容や期間

等について、ご説明いたします。 

工事が完了することによって、都市計画道路

としての整備が完了します。 

 

 

本日の説明項目

１．補助第83号線の位置づけ

２．十条Ⅲ期区間の整備概要

３．十条Ⅲ期区間の整備により

生じる課題

４．道路整備の流れ

５．現況測量の実施

32  

最後に、補助第８３号線の整備にあたり、今

回実施を予定している、現況測量について、

ご説明いたします。 

 

 

（１）現況測量とは

33

都市計画線の位置を明らかにする

都市計画道路の予定区域と周辺の建物、

樹木、塀及び道路等の位置や形状を測量

 

現況測量とは、都市計画道路の予定区域と周

辺の建物、樹木、塀及び道路等の位置や形状

を測量し、都市計画線の位置を明らかにする

ことです。 

 

 



12 

路線測量

（１）現況測量とは

34

① 作業の流れ

①基準点測量

②道路や建物等の測量

③補助第83号線の中心杭・幅杭の設置

④縦断、横断方向の高さの測量

現地測量

 

現況測量は、ご覧のような流れで実施しま

す。 

まず、現況測量の実施にあたり、基準点を設

置します。基準点は通常、公道に設置します

が、今回は、私道にも設置させていただくこ

とになりますので、ご協力をお願いします。 

次に、道路や建物のほか、塀などの工作物も

測量して、地形図を作成します。 

その後、補助第８３号線の道路の中心を示す

中心杭と、道路全体の幅を示す幅杭を設置し

て、縦断方向と横断方向の高さを測量しま

す。 

 

（１）現況測量とは

35

② 現況測量作業のイメージ

駐車場

塀

建物

都市計画中心

都市計画線

都市計画線

幅杭

幅杭

中心杭

都市計画道路

凡 例

現地に計画道路の幅や
中心を杭や鋲により標示

 

この図は、現況測量により、作成した図面の

事例です。 

例えば、宅地の部分については、建物の位置

や形状のほか、塀や駐車場などの位置も表示

します。そのため、敷地の中に入って測量を

行う場合がありますので、ご協力をお願いし

ます。 

また、先ほどのスライドで説明した、中心杭

と幅杭の設置イメージは、右上の写真のよう

になります。 

 

 

（２）現況測量予定範囲

36

③ 補助第83号線 測量予定範囲

現況測量予定範囲

凡 例

JR埼京線

 

今回実施する、現況測量の予定範囲につい

て、ご説明いたします。 

現況測量の予定範囲は、この図でお示しして

いるように、環状第７号線から、JR埼京線の

高架下までの間を含む、補助第８３号線沿道

の範囲を予定しています。 

先ほどご説明したとおり、本区間は高低差処

理の検討を行うため、都市計画道路区域外の

沿道も含めて、線路や幹線道路といった、地

形・地物で囲われた範囲を予定しています。 
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（３）測量時の注意事項

37

測量時は身分証明書と腕章を携帯します

 

今回実施する測量は、専門の測量会社に委託

をして行います。 

測量の実施予定時期については、今年８月頃

から着手し、来年２月末までに完了したいと

考えておりますので、ご協力のほど、よろし

くお願いいたします。 

なお、本区間は、東京都 第一市街地整備事

務所が担当します。 

東京都が委託契約を結んだ測量会社は、画面

にあるような、東京都が発行する身分証明書

を携帯し、腕章を着用します。 

 

 

38

みなさまのご理解とご協力のほど、

よろしくお願いいたします。

この説明会資料で使用している図面は以下承認を得て作成したものである。

「（承認番号）５都市基街都第11号、令和５年４月17日」

「この地図は、国土地理院長の承認（平29国関公第444号）を得て作成した東京都地形図

（Ｓ＝1:2,500）を使用（５都市基交第218号）して作成したものである。無断複製を禁ずる。」  

これで、東京都市計画道路 補助第８３号線

（十条Ⅲ期）の事業概要及び測量の説明を終

わります。 

みなさまのご理解と、ご協力のほど、よろし

くお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


